
DireleⅥ｡ai-ギヨ十ム･ド｡マショー

『真実の物語詩卦における語りの特性

辻部(藤川)亮子

フランス中世文学の語り手はしばしば作品の冒頭や末尾に､作者としての

視点､つまり作品の創作と受容に関わる顧慮を顕在化させた｡たとえばクレ
チャン｡ド･トロワは作品のスルスの由緒正しさを引き合いに出し､読者(聴

衆)の信頼感を促そうとする｡

Doncavrabiensauvesapelnne

CrestTens,qulamtantetPeinne

arimoierlemeil)orconte,

p訂1ecomandementleconte,

qulSOitcontezancortreaI:

CeeStlicontesdelgraal,

don)icuens)ibaillelelivre,

SrOrrOizcomanti]s.andelivre.

よってわたくしクレチャンは力を尽くし

いまだかつて宮廷で語られたことのないほどに

優れた物語を

伯のお命じになるとおりに

韻律ただしく語って見せましょう｡

それこそ聖杯の物語､それについての

本は伯がわたくしめに下されしもの

クレチャンがいかに使命を果たすか､さあお聞き

あれ｡

(上eCo〝ね血G用α/伊e化gV叫,VV.6l-68)t

ジャン･ボデルはそのファプリオにおいて愚かな夫婦の笑い話を語り終える

際､その情報源は当事者本人であって自分がその話をつくり上げたのではな

いことを､読者にわざわざ断っておく｡

Maisdecelotiengaestot それにしても奴は馬鹿な男､

Quel'andemainlodistpartot, 翌日にはあちこちで言いふらし､

ThtquelosotJohanzBodiaus,それをファプリオ作りのジャン･ボデルが

Unsrimoieresdenabiaus, 聞きつけたというわけだ｡

(エビ5血加fJ鹿∫陀z,W.207-210)ユ

12～13世紀の文学における語り手はこのように作品本編の外側から､語りの

]Ed･,FilixLecoy,Paris,Champ10n,C.F･M･A.,1972-1975L

2Bd･,Ⅵ11emNoomen,dansNozLVeauRecueiZCb叩LbtゐFbbZiazLX,Pays-Bas,Assen,t.VI,

1991.
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信憑性と誠実さを読者(聴衆)樗訴えようとした｡彼はそこで自らを三人称

で指し示し､作者としてよりもむしろ､読者と共有する知識や観念の忠実な

表現者･解釈者としての､謙虚な地位に引き下がってみせる｡

ところが14世紀には､語り手が一人称で名を明かし､作者として作品に対

する積極的な立場を主張しようとする動きがみられる｡ギヨーム･ド･マシ

ョーはその晩年､フランス文学史上初の個人全集を編み3､その巻頭に『序言

加わ騨β』を付けて､詩人の使命を帯びる自らの姿をアレゴリー世界の中に

演出してみせた｡まず､ギヨームの前に自然の神Na山reが3人の子､理知

Scens､修辞Retoriqueそして音楽Musiqueを伴って現われ､彼に詩人として

の実践力を授ける｡

Je,Nature,ParqultOuteStfourmi

Quanqu'a9ajusetseurterreetenmer,

Vien･Ciatoy,Guillaume,quifourmi

T'町aPart,POur血irepartoyfoumer

N飢ⅣねusdisamoⅦ･euSplaisans･

PourcetebaiJcitroisdemesen丘ms

Quit■endoruontlapratique,

Etsetun'iesd'eulstroisbiencongnoISSanS,

NomhleSOntScens,RetoriqueetMtlSique･

わたしは自然の神､地上海中この世の

全てのものを作ったこのわたしが

ギヨームよ､わたしが特別に創造した

お前の元にやってきたのは

楽しく心踊るような新しい恋の詩が

お前によってつくられんとするため｡

よってお前にわが三人の子を託そう｡

彼らはお前に詩の実践を授けてくれよ

う｡

もしお前が彼らのことを知らぬという

なら教えよう､

それは理知､修辞､音楽という看たち

である｡

(タ和わ弾ちⅠ,VV.1-9)4

次に愛の神Amourが訪れて､詩作の材料たる3人の子､甘美な物思いD｡uS

Penser､悦楽PlaisanCe､希望Esperanceをギヨームに託す｡

JesuiAmoursqulmaintcueresbaudi わたしは愛の神､多くの人間を楽しませ

ユ全集の写本の多くがほぼ同じ順序で諸作品を配列していること､さらに写本Aの巻

頭欄外に｢これがギヨーム･ド･マショーが彼の本に望んだ配列ですⅦscil,｡rdenance

queGdeMachautwetqu'ilaitensonlivre｣という書き込みがあることから､ブラウンリ

~は作品の全集化は作者自身の監修の下に行われたであろうことを指摘している｡
KevinBrownlee,PoeticJゐn(io,inGu肋ume血故cha叫Madison,TheUniversityof

WisconsinPress,1984.

4血,E･HcepfherdanSαzLVleSdkGuLLZaume血肋chaut,3vol.,Paris,FimanDidot,1908,

1911,1921.以下､同作品からの引用はこの版による｡
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Etfhimenerdouceetjoieusevie･

Siayoy,Guillaume,jetedi, ,

QueNature,quitout蝕tp

T'aditqu'apartt●avoluf車e

PourfhiredisnouviausdemonafFaire.

Pourcet-ameinneicienpourveanCe,

Pourtoydonnermatereacepa血ire,

Mestroisenfhsendoucecontenance:

ClestDousPenser,PlaisenceetEsperenCe･

甘美な生を送らせる看である｡

声くお聞き､ギヨームよ､

万物の巧みな創造主である自然の神が､

わたしのことについての新しい詩を作

らせるために

お前を特別に創造したと聞いた｡

お前がその使命を果たせるように､お前

に詩材を与えるべく､

しぐさも優美なわが三人の子を

繭もイモぉ前の元に連れてきた｡

それは甘美な物思い､悦楽､希望という

者たちである｡

(タ和才o邸Je,IlI,VV･1-10)

ギヨームはふたりの神に感謝を捧げ､これから生み出されるであろう作品の

数々のジャンルを列挙しつつ(dis et chansonnettes/Pleines
dronneur et

d一amOuretteS,/Doubleshoquesetplaisanslais,/Mo絶s,rOndiausetvirelais/Qu.on

claimmechansonsbaladies,/Complaintes,baladesenties(PTDZogue,Ⅴ,VV･11-16))､

詩人としての使命感をあらたにする､というわけである｡このようにして『序

言』は､実践pratiqueと材料matereというふたっの本質が詩人そのひとの内

部に統合される､というマショーの詩学を描き出すと同時に､彼の諸作を統

括して理論的な一貫性を与え､彼の作品中における｢わたし｣の言説を作者

ギヨーム･ド･マショーの名において読者に保証したのであった｡

それでは､『序言』が体現するこのようなマショーの詩的理念は､作品中で

はいかにして実践されるだろうか｡本論考は､彼の最後の長編『真実の物語

詩エe物fr上)fJ』(1364～1365年ごろ5)における語り手｢わたし｣の位相を分

析し､題が示すとおりに読者に対して｢真実｣を主張するその手法の､中世

文学における斬新さを明らかにする6｡

5ポーラン･パリスの年代確定による｡Ⅵ血Paulin Paris,{{Notice surle poeme du

物ir_Dit〉〉danSLeLivreduVbir-Dit(おGuillazLmedeん血chautoふson(COnties]esamouTT虎

me∫∫如G〟肋〟椚e並ん由仁ん瓜JeJ血飽和仰g肋βd椚edリ川‡e〃ガ柁∫dVeC由∫JgJ厘∫eJJg∫

rq,OnSeS,ZesbaZladb,Laj5etrv77dbaux血di(Guith2umeet虎[aditePerDnne[[e･Paris,Sociiti
desBibliothequesFran90is,1875,pp.XXViii-XXXi･

6以下使用する版は､GuillaumedeMachaut,LeLivredu物irDit,id.,Rlmbs,reVisieparJ･

Cerquiglini-Tbu)eちParis,LettresGothiques,1999･
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特権的な語り手

｢わたし｣の元に､ある高貴な乙女からのファンレターが届き､あいまみ

えたことのないふたりの恋が始まる｡恋人と詩材とを得た喜びと､会えない

不安とのはぎまに揺れ動きながら､｢わたし｣は乙女に詩と手紙を書き送り続

ける｡ついに短い逢瀬が実現し､｢わたし｣は彼女と結ばれるものの､その後

口さがない看たちの中傷によって恋人への不信感をつのらせ､次第にこの恋

に幻滅していく｡『真実の物語詩』は､語り手｢わたし｣自身の恋の軌跡をこ

のようにつづったものである｡作品の題材は､｢わたし｣の内部にあるのであ

る｡

さらに､｢わたし｣は｢この裏実の物語詩に/わたしがかのひとに対して

為したり語ったりしたすべてのことがらと/かのひとがわたしに対して為

したすべてのことがらを/何ひとつ包み隠さず盛り込むつもりです鳩山t

queJemeteenCeVOirdit/Tbutcequ,aipo町li血tetdit/Ettoutcequ,eueapour

moyfait/Sansrienscelerquifaceaufait｣(VV･5t?-515)と宣言し､恋人と交わ
した数々の抒情詩と書簡を､語る出来事の証拠として随所で読者に提示する｡

その際､たとえば第10書簡の挿入時には｢わたしはまず楽しい気分で/こ

のバラッドを書き/そしてこの事剤引こ同封しましたMaisain90is丘sceste

balade/Dejo丘sentementetsade,/Etencesletb･eSl,encloy｣(VV･1622-1624)､第

23書簡の前では｢すぐさまわたしはこのような文をしたため/恋人に送り

ましたJe丘stantOStCeSteeSCripture/Etsil,envoiaiamadame｣(W･46414642)､

というふうに､拝情詩と書簡の作者がほかならぬ｢わたし｣であることを逐

~保証してみせる｡つまり｢わたし｣は三形態の声(8音節韻文による語り･

拝借詩･散文による書簡)を持ち7､現在の語りを｢わたし｣自身による過去

の言説によって証拠立てる｡

中世において､作品の内部でエクリチュールの形態を複数混交させるとき､

それは多くの場合､話者の混交を意味するものであった｡クリスティーヌ.

ド･ピザンの『愛の神への書簡詩印加d-0助ゐ』では､女神の言葉が韻文で

記され､それに語り手が散文で注釈を施す｡ルネ･ダンジューの『恋に燃え

上がる心の物語エf椚血C卿甘伽皿札軸血』は､散文の語りとアレゴリー

化された登場人物の韻文による台詞が交錯する｡ここでは､話者の階級化が､

7『真実の物語詩』は､我々の知る限り､3つの文学ジャンルを混交させるフランス

文学史上初の作品であるc VbirJacqueIineCerquiglini,((ithiquedelaTbtalisationet

esthitiquedelarupturedanSle TbirDi(deGui11aumedeMachaut〉),dansGuilaumede
肋血姉ク∂如gJco叩0∫鹿町Ad冶S･d二COll叩eS

nO･23,P血s,臥ncksieck19g2,
pp.253-262.
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声の形態の差異化によってなされるのがみてとれる｡また､ジャン･ルナー

ルの『ギヨーム･ド･ドール物語加読α力虚血触eo〟虚血〃ね〟椚eゐ加ゎ』

では､語り手が8音節の韻女やも咽て皇帝と騎士の妹との恋物語を進める中､

登場人物が代わるがわる抒情詩を詠う｡

Unedames'tstavanCiee,

VeStuedtunecoteengralne,

Sichantecestepremeraine:

C-esttotlagleuS,enmi1esprez,

Ⅶsnesentezmielesmausdtamer!

Damesivontporcaroler,

remirezvozbraz!

Ⅵ)SneSenteZmielesmausdramer

Sicomge包z!

Unsvallezauprevostd■Espire

reditceste,quln.eStpaSplre:

Clestlajusdesozl'olive,

Robinsenmaines.amie.

Lafbntaineisortserie

desouzl'01ivete.

EnonDeu!Robinsenmaine

beleMariete.

赤いドレスを着たひとりの

ご婦人がついと進み出て､

まずはこのように歌います:

ほらほらそこに野の中に

あなたは恋の苦しみを感じてはいらっし

やるまい

貴婦人たちが踊りに出かける

あなたの腕を御覧なさい!

あなたは恋の苦しみを感じてはいらっし

やるまい

わたしほどには!.

今度はエスビールのお奉行さまの若者が

これまたあっぱれな歌いっぶり:

ほらオリーヴの木のもとに

ロバンが恋人を連れ出した

泉が清らかにわき出でる

オリーグの木のもとに

神様の名にかけて､ロバンは連れ出すよ

可愛いマリエツトを!

(加椚8〃ゐ由加∫g神曲G〟肋珊g滋加/e,VV.511-527)$

一方､『真実の物語詩』のようにひとりの語り手が複数の文学的形態を支配
する作品も､例は少ないけれども確かに存在する｡しかし､これらの作品に

おける韻文と散文の交替は､単なる声のヴァリエーションでしかない9｡たと

えばリュトブフの『薬売りのよた話βfJゐJlねr占erfe』では､いかがわしい薬

を売りつける男の客寄せ文句が､前半は韻文で､後半が散文で繰り返される｡

同様に､歌物語『オーカッサンとニコレット血Cが∫飯er〃加勧紹』の第6､

第7場面､オーカッサンが恋人ニコレットを奪われるくだりにおいて､散文

8Bd.,FilixLecoy,Paris,ChamplOn,C.F.M.A.,1979.

9このような特徴は､ジョングルールの聴衆に対するパフォーマンスを伝え､中世に

おける作品の口頭性を物語る｡1わirMario Roques,((Introduction)〉dansAucassoin et

NicoLette,Chant(痴ble dzL.W s露cLe,id.,Mario Roques,2Cidition,Paris,Champion,

C･F･M･Aり1982,P.V.
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から韻文へ移行しても同じ次元でストーリーが進行するのがわかる｡

-CepoISemOi≫,鮎tAucassins;SeSedepar[delviscontedolans.

｢なんと気の重いこと

爵のもとを去ります｡

ⅤⅠⅠ.ORSECANTE.

Aucasinss'enesttomis

moltdolansetabosm`s:

deslamieoleviscler

nusnelepuetconforteち

nenulbonconseldoner｣

Vtrslepalaisestales;

ilenmontalesdegris,

enunecanbreestentrislO,

!.｣オーカッサンはそう言って､悲嘆にくれた様子で子

第7場面 歌

オーカッサンは戻っていった､

悲しみに打ちひしがれて｡

美しい面差しの恋人のことで

力づけてくれる者とてなく､

助言を与えてくれる者もない｡

王宮のほうへ足が向かい､

階段を上ると

ある部屋へ入っていった｡

これに対し『真実の物語詩』では､｢わたし｣の3つのかたちの言説は互い

が互いの根拠として機能している｡拝情詩と散文による書簡は､8音節韻文

による語りを物的に証明し､また語りの部分は､単独でも存在できる拝情詩‖

に文脈をつけることによって恋の拝情を裏付けるのである12｡作品の材料と

技法を一手に引き受け､さらに自分の言説がそれ自体保証となる､このよう

な特権的な｢わたし｣によって､真実の恋物語は語られる｡

舞台のリアリティ

中世文学は恋を好んで題材に扱ったが､語り手自身の恋語りとなると､た

とえばトゥルヴェールの宮廷風恋愛詩やギヨーム･ド･ロリスの『番薇物語』

など､夢やアレゴリー､象徴の装置を用いた恋の抽象化･一般化に向かい､

打ち明け話には程遠く､むしろ恋愛の理論とみなす方がふさわしい｡｢わたし｣

10血相∬d加e川加ゎ耽乃吼pp.6-7.

I一美際､『真実の物語詩』におけるいくつかの拝情詩は､ギヨーム･ド･マショーの詩

集『貴婦人方の賛美血氾′郡あ伽me∫』に個別的に収められている｡Ⅵ血P｡ゐお
ち雨脚闇･誠血〝C∂叩Jぬe乃血描クαr〟鍔卯eC加ゎ血dわ〃gわ∫∫α鹿erカ印加晦軋,

VladimirChichmaref;Genとve,Slatkine,1973.

12J･セルキリーニは､『真実の物語詩』における拝情詩は語りの部分に｢挿入される｣

のではなく､｢語りの部分を生み出す母体知nda血edutexte｣であることを指摘する｡

さらにこのようなタイプのジャンルの混交を｢モンタージュ型｣として､『ギヨーム･

ド･ドール物語』の｢コラージュ型｣との対立において定義する○Ⅵ血くくInse血nレriques》

danSPer申eCtive〟あ舷わaLe･nO･3,1997･pP･7-31･et《Lejeudesfbmes}>danSath7e曙inst

SOutHhGuilLaumeゐ肋chautetl,6critzLTeaZL･UVsie血,Paris,ChamplOn,1985.
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は普遍的な｢恋する者｣にとどまり､自伝的要素を介入させることがない｡

冒頭に表れる春の情景､すなわち歌う鳥たちや緑豊かな果樹園の描写も､｢わ

たし｣のいる時間と空間を客観的に示すのではなく､恋をしていることの記

号として働き､諸作の様相盲没個性化する｡

Linoviauste占setmais【etviolete]

etroissIgnOXmeSemOntdechanter;

etmes丘nscuersmefヒtd■uneamorete

undozpresentquegen'osrefuser.

Orm'endointDexentelhonormonter,

Ce)eoujlaimismoncueretmonpenser

q■entremesbraslatenissenuete

ainzq■alasseoutremer.

Avismlierequ'ilestoitmais,

ilajabien.ⅤanZOumalS,

qulenmayestole,CeSOqOle,

eItensenmoreus,Plaindejoie,

eltensoutouteriens'esgale,

querennevoitbuissonnehaie

qu)enmayParerneSeVei11e

etcovrirdenovelefue)1e.

新しい季節､皐月､すみれの花が

そして夜噂鳥がわたしに歌えと誘う｡

わたしの誠実なる心は､断ることもかなわ

ぬほどの

甘美な恋の贈り物をわたしにもたらす｡

神よ､わたしに誉れを与えたまえ､

身も心も捧げるかのひとの

裸身をこの腕に抱けますように｡

わたしが海を越えて行く前に｡

(ChatelaindeCoucy,Raynaud985,VV.1-7)13

あれは皐月のころだったか､

もう五年以上も前のこと､

わたしは皐月の季節にいる夢を見た｡

それは喜びに満ち溢れる恋の季節､

すべてのものが陽気になる季節｡

皐月に新しい葉でその身を飾ろうとしない

茂みや垣根は

ありはしない､そんな季節である｡

(GuillaumedeLorris,LeRomatl鹿]aRose,VV.45-52)14

しかしそのような常春の恋の園は､『真実の物語詩』において､より現実味

ある時空の流れの中に置き換えられる｡盛夏の｢太陽の強い日差し1achaleur

dousoleil｣(v.55)のころ初めて乙女からの使者が訪れ､その後2回書簡が

往復したきり2ケ月も乙女から返事が来ない｢天気がとても悪く/あまりに

つらい冬Sim,estoitlitempsmoultdivers/Ets,estoittropgranSliyvers｣

(VV.635-636)を｢わたし｣は過ごす｡｢美しく陽気な春が到来しLiprintemps

vintbiausetjolis｣(v.1107)｢ちょうど4月にCefutoutdroitenmoisd'avril｣

(Ⅴ.1123)恋人との逢瀬の機運が高まり､その旅先､｢わたしは確かにクレシ

13HanSVOnSpanke,GRq,nauゐBib[iog7qhiedbAZtetm∂sischenLLe血,Leiden,E･J･Bri11,

1955.

]4血,FelixLecoy,Paris,Champion,C.F.M.A.,3vol.,1965-1970.以下､同作品からの引

用はこの版による｡
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ーの町で/この手紙(第18書簡)を受け取ったJere9usCeStelettrecy/Droit

enlavilledeCrecy｣(ⅤⅥ3359-3360)｡会合を果たしたふたりは､rサン･ドゥ

ニへaSaintDenis｣(v.3557)･巡礼の小旅行に行き､｢パリで皆がラ･シヤペ

ルと呼ぶ町でA une ville qu,on叩pelle/Par tout a Paris La Chape1le｣

(ⅤⅤ.3615-3引6)遊んだ夜に､ひとつのベッドで抱き合って眠る｡このように

季節の移り変わりや地名の明示によって､読者は｢わたし｣の恋の展開をリ

アルな時と場所にたどってゆける｡さらに､恋人たちが結ばれた後に交わし

た第27書簡と第28書簡からは､｢8月8日､あなたを忠実に愛する男より

Escriptle.ⅤIIIe.jourd,aoust.Vbstreloialami｣､｢8月中旬前の日曜日､あなたを

忠実に愛する女よりEscriptledigmenchedevantlamiaoust.Ⅵ〉Streloialanie｣と

いうふうに日付が始まり､恋人の不実を蔑言されるきっかけとなった第39

書簡の｢11月13日Escriptle.XIIIe.jourdenovembre｣を経て､恋の終焉を暗

示する第45書簡の｢4月10日Escriptle.Xe.jourd,avri1｣まで､｢わたし｣の

語る個々ゐ出来事は客観的な時間軸の中に特定される｡

｢わたし｣の同定

また､作品は語り手｢わたし｣個人の具体的な情報にも満ちており15､抽

象的な恋語りの主体を限定しようとする｡たとえば詩人が恋人に宛てた第27

書簡と第35書簡からは､｢わたし｣がランス在住であることが示唆される｡

Etmatresdoucesueuevouspritropacertesquevousetvostresuerpromettislavoiea

SaintNichaisedeReimspourvousetpoursesen負ms,etJeVOuSPrOmet,parmafoi,que

JeVOuSiralquerrealaportesaintAnthoine; (LettreXXVII(i))

いとしいひとよ､あなたとあなたの妹御がランスの聖ニケーズ司教のもとへご

出立になり､あなたがたと彼の子供たちのために祈られんことを､心からお顔

15作品にはこのような特徴に加え､ギヨーム･ド･ロリスの『薔薇物語』の明らかな

影響を受けたアレゴリーの人物を登場させる箇所がある｡ゆえに19世紀以来､題名に

かかげられた｢真実｣の→語をめぐって､作品が作者ギヨーム･ド･マショーの自伝

として定義されるか否かという点において､を議論されてきた｡近年では､虚構であ

るとの立場を取るものとして､たとえばWilliamCalin,(くLeMoichezGuillaumede

Macha山》dans仇肋抑e鹿A血e如叫ク0占おe∫c叩PO裏ね〟r,甲･ぐれ,pp･241-252,Paul

Zumthor,《Lej占delachansonetlemoidupoetechezlespremierstrouv色resl180-1220》

dansGJnadhnReviewdCol甲arativeLitera(uTe,1974,pp.9-21がある｡一方､E.エプネ

ルやJ.セルキリーニは､作品の独創性と魅力は虚構と現実性の曖昧さにあるとし､｢真

実｣の問題性を自伝以外の次元に見出そうとする態度を取っている｡VbirE.H

auvns鹿Gu肋zLmeゐ肋chazL(.qp.cit.,p.II.etJ.Cerquiglini一丁bulet,(1Introduction》dans

上g上ル柁血抱かβれ甲.dれp.10.
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い申し上げる｡わたしは必ずや､あなたがたを聖アントワーヌ門のところまで

お迎えにあがりましょう｡ =

1■■･一

Montresdoulzcueuevopsenv品1echa山durondelouvostrenonsest･Etacouvenu

parforcequejel,aie,6ai11iiai11eursavantqueavous,CarliestrangesquleStOienta

Reimsnem,en･1aissoientenpalX. (LettreXXXV(f))

いとしいひとよ､あなたの名前が入ったロンド一につけた曲を､あなたに送り

ます｡しかしそれをあなたに捧げる前によその人たちに見せてしまわなくては

ならなかった｡というのは､ランスに滞在している異国の方々が､わたしにう

るさくせがんだからなのです｡

第33書簡､そして第35書簡は第37書簡とともに､｢わたし｣と交友関係に

ある人物を浮上させる｡

plaisevoussavoirquej,aiestisiembsongnidefhirevostrelivre,etSuiencores･et

aussidesgensduroyetdeMonsigneurleducdeBar,qulageuenmamaison,queJe

n,aipeuentendreaautrechose. (LettreXXXIII(e))

どうかお聞きください､わたしはあなたの本の創作に忙しくしておりましたし､

また今でもそうしておりますものの､うちに滞在していた王宮の看たちやバー

ル伯殿のお相手にも忙しく､他のことがらに辛が回らないほどです｡

jepenseestreacesteTbussainsaSaintQuentin,etdelaalerversMonsineurleduc･

(LettreXXXV(i))

次の万聖節にはわたしはサン･カンタンにおりまして､伯殿を訪ねるつもりで

す｡

｢わたし｣の職業に関しての辛がかりには､作品の冒頭から事欠かない｡｢わ

たし｣は詩人､それも世間に名の知れた詩人であることが､乙女からのメッ

セージを伝える使者の言葉から読者はうかがい知ることができる｡

Ontiaditetracont6

C'unyveretpresd'uneste

Avizestigriementma]ades,

Etquetoudisfaisiisba)ades,

Rondiaus,mOtisetvirelais,

ComplaintesetamOureuSlais,

Dontelleditquec'esttropfort

D'avoirenuncuertelconfort

Qu'ilsoitchargiezdemaladie

あなた様がひと冬ずっと､さらに夏まで

ひどくご病気でいらっしやり､

それにもかかわらずバラッド

ロンドー､モチトにヴィルレー､

嘆きの詩や恋のレーをお書きになっていると

姫様に申し上げた者がおりまして､

なんとまあ大変なことか､

病と闘いながらも

楽しいことを考えなくてはならないとは､
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Etqu,avo甘pロ1StpenSeelie･て とおっしやいました｡

EtvraimenttropfbrtIipoISe 実に姫様はあなたのお箸しみを思うにつけ

Devostreanuyquantbienlepoise･心を痛めておられます｡

(W･143-154)

第5書簡と第6書簡においては､乙女が｢わたし｣に自作詩の添削を乞い､

それを｢わたし｣が評価する､というやり取りがある｡

Surl'autrechansonbaladee,jeenai蝕tuneautre(･･････)sivouspriquevousyvui11iez

amendercequlySeraaamender･ (LettreV(e))
あるバラッドに触発されて､わたしは自分で別のバラッドを作ってみました｡

仲略)そこでお顔いなのですが､もし改善の余地がありましたらそれを直し

ていただけないでしょうか｡

Les･II･ChosesquevotlSm,avisenvoressonttresbienfaitesamongre;mais,Se

j'estoie･T･jouraveucvous･JeVOuSdimieetapenrOiecequeJen,叩rlSOnqueSaCreature,

ParquOyVOuSlesferiismieulz･
(LettreⅥ(f))

あなたがわたしにお送りになったふたっの作品は､大変よろしくわたし好みの

出来栄えです0とはいえ､もしいつかあなたとご一緒する日があれば､わたし

が誰にも教えていない秘訣をあなたにお教えしましょう｡そうすることで､あ

なたの作品はより良いものになるでしょう｡

さらに､｢わたし｣の著作物が書簡においてしばしば言及される｡

Jevous触escdrel,undemeslivresquej･aifhitderrainemenLqueonappe‖e

戯叩血闇

わたしはあなたのために､『モルフエクス』とよばれるわたしの新作を写本させ

ましょう｡

JevousenvoiemonlivredehTPhezJS,･queOnappe11eLoFbntaineAmou柁uSe,aVeuC

LegrantdbirquejbiLkvozLSVeOir･Ouj,aifaitunchantavostrecommandement;

(Le肘eX(C))
わたしはあなたに､『愛の泉』とも呼ばれる『モルフェウス』というわたしの本

をお送りしましょう｡それに添えて､『あなたにお会いしたいこの大きな望み』

の詩に､お望みどおり曲をつけておきました｡

このように『真実の物語詩』は､地名や日付とともに語りの行為の周辺に

ある情報を提供するのみならず､ふたりの恋人たちの名前を読者に明かして

決定的に｢わたし｣を限定しようとする0まず､第35書簡によれば､同書簡

12
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に添えられたロンドーは乙女の名前を隠したものであるという｡

Dixetsept,･Ⅴ,･XIII･,･XmI:1両増Se｢17､5､13､14､15｣このひとが
M'adoucementdebiena騨reSPds;わたしを優しく愛の炎で燃え上がらせた｡

-

(vv.6263-6264)

数をアルファベットの順番(Kを除く)に置き換えると､｢R(17),E(5),N

(13),0(14),P(15)｣が得られ､さらに｢N｣と｢E｣を重ねると｢PERONNE｣

という女性の名前が浮かび上がる16｡この,ロンドーの対をなす恋人のロンド

一には､今度は｢わたし｣の名前が記されていることになる｡

Cinc,.ⅥⅠ.,.MI.,.Ⅰ.,.ⅠⅩ.,et.XX.｢5､7､陀､1､9､20｣この方が

Mtade甘eS丘ne弧OureSprlSe; いとも誠実なる恋でわたしに火をつけた｡

(VV.895g-8959)

同様のやりかたで｢E,q M,A,1,L,U｣が示され､｢E｣と｢L｣を重ねて

｢GUILLAUME｣となる｡これらの名前は､｢わたし｣がわざわざ読者を案内

するもうひと?のアナグラム､すなわち9001行目すべてと9002行目の最初

の8文字(｢Pourlichangiernulleautrefhe./Madamele｣)によって得られる

｢GuillaumedeMachaut｣と｢Peronelled,Armentiere｣に一致し17､読者はさら

なる確信感を与えられるというわけである｡名前を隠すためのアナグラムも､

ここでは見せるためのそれである｡

OrestraisonqueJeVOuSdie さてここで､わたしが美しい恋人の名と

Lenomdemadamejolie 『真実の物語詩』と呼ばれるべきこの作品をつ

くった

ほJ.セルキリーニはこのアルファベット列の解読に関して､｢Peronne｣という固有名詞

ではなく､｢nOnper(比類なきお方)｣やトゥルバドゥールらが恋人への敬語として用

いていた｢personne｣の可能性があることを示唆している｡VbirJ.Cerquiglini,〝U〃e曙in

∫f∫0〟ガJ",呼･止,pp.22喜一229.

-7ポーラン･パリスの解読による｡乙女の名を｢Peronne(11e)｣と決定することに当た

ってパリスは､マショーの弟子ユスターシュ･デシャンが師の死を受けて書いたバラ

ッド中に､次のようにこの女性の名前がみられることを指摘している｡｢あなたを愛し
たマショーの後/(中略)/死んだ彼への愛ゆえに/どうかわたしがあなたの恋人に

なることをお許しください｡/(中略)/わたしはユスターシュという名前です/我が

救い､ペロンヌよ!(ApresMachautquit皿tVOuSaaimi/(."...)/Vtuillez,luimort,POur

l'amOurdecelui,/Quejesoievostreloialami./(……)/Eustacesuispardroitnomapelle:/

HiPerorLne!quiestesmessecours)｣VbirPaulinParis,((Noticesurlepoemedu托IirLDit》
dansLeLivreduⅥ)ir-Dit虚GzLillaumeゐA血chau(.qp･Cit･,PP･XX-XXVii･
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Etlemienquiai蝕tcedit

queI,enappelle上g抱かβれ

EtseausavOirvolisentendre･

Enlafindece)ivreprendre

Ⅵ)uSCOuVeⅣalever.ⅠⅩe.

Etpuis･VIII･1ettresdel,uittime

Quisontdroitaucommencement:

Laverrisnosnomsclerement.

このわたしの名を

あなた方に申し上げてもいいでしょう｡

もしそれを知りたいとお望みなら

この本の最後から9行目と

そして各行目にある

最初の8文字とを

とってみてごらんください｡

そこでわたしたちの名をはっきりご覧になれま

しょう｡

(VV.898(i一等995)

この箇所で作品を『真実の物語詩』と題することからうかがえるように､名

前は語られる内容の責任を特定の｢わたし｣に負わせる意義を持っている｡

また､名前をはじめとして｢わたし｣とその恋人の同定に関するさまざまな

傍証を読者に与えることが､中世の恋の文学におけるタブーであることを逆

手に取るかたちで､｢わたし｣は読者に言説の真実性を信じよと要求するので

ある｡

Etsej,aiditoutropoupau, もし言い過ぎのところや言い足りないことがあ

っても

Pasnemespren,Car,ParSaintPau,わたしはあえて意に介しません｡というのは､

聖パウロにかけて､

Madamevueultqu,ainsileface 恋人のご不興を買う覚悟でわたしがそのように

することを､

Soubzpenedeperdresagrace.愛するわたしの恋人ご自身がお望みだから｡

(VV.4142■145)

｢わたし｣の外在

物語中において作家として現れる｢わたし｣は､｢あなたの本vostrelivre｣

と示される､ある本の執筆中である｡第27書簡によれば､｢あなたの本｣は

｢あなた｣､すなわち恋人との逢瀬が実現した直後に執筆が開始された｡

JevousenvoieunebaladequifufaiteauboutdumoisqueJemePartidevousetpulS

commenpIVOStrelivre. (LettreXXVII(i))

わたしはあなたにバラッドを一編お送りしますが､それはわたしが先日あなた

のもとをおいとましてから作ったものです｡あなたの本はそれから書き始めま

した｡
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恋人の愛を確信しているこの時点で､｢申たし｣の筆が進む様子が嬉々として

報告される｡
=

ヽ
■

vbstrelivressefaitetbie6avanCiis,Carj･enfhitouslesjours･C･VerS;eちParm'ame,

JenePOrrOietenir血fhire･tantmePlaistlamatiere･etpOurCequeJeSaibienquevous

leverriistresvolontiers. (LettreXXVII(f))

ぁなたの本はどんどん進んでいます0というのは､毎日100行も書いたからで

す｡そして､誓って言いますが､書かずにはいられない0それほど本の題材が

ゎたしを喜ばせるのです｡またあなたがその本を読んでお客びになるでしよう

一方､恋人の不実が噂されるころ書かれた第30書簡には､｢あなたの本｣の

創作意欲をすっかり失っている｢わたし｣を垣間見ることができるロ

j･ayfaitpouramOurdevousdepuislaMagdelainecequejenecuidoiemiefhireenun

an(.…‥).MaispuisquemateremefhuLilmecouvientlaissereuvre･
(LettreXXX(C))

聖マグダラ祭のころ以来､わたしはあなたへの愛につき動かされて､一年でも

書けまいと思うほどの畳を書きました0(中略)しかし本の題材が欠けてしまっ

た今や､筆を止めざるを得なくなっています｡

第27書簡と第35書簡は､その本の中に､｢わたし｣と恋人の書簡が挿入され

ることを物語る｡

j,aitropafhireaquerrirlesIettresqulreSPOndentlesunesausautres;Sivousprlqu'en

toutesleslettresquevousm,envoieresd,oresenaventilyaitdate･SanSnOrnmerlelieu･

(LettreXXVlI(f))

ゎたしは､書簡の往復関係を整理するのに苦労しています0そこで､今後わた

しにお送りくださるお手鰍こ日付をお入れ願いたい｡場所は伏せておいて構い

ません｡

Etsachiisqueiln,ifaitmaisamettrequeleslettresquevousm,avisenvoieesetJea

vouspulSqueVOuSpartistes;renVOiesmoilalettrequejeVOuSenVOiaidarreinement･
(LettreXXXV(b))

ぁなたの本の完成は残すところ､あなたがご出立された後に交わした手紙を入

れるのみになりました｡つきましては､わたしがあなたに先日お送りしたお手

紙をご返送ください｡

さらに､第35書簡に添えて｢あなたの本｣を恋人に見せることになったが､
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それはまだ未完成である｡

SivousprI,SichierementcommeJePuisetsai,queVOuSleveuiIliesbiengarderetvous

IemeveuilIi6srenvoierquandvousl'arisleu,PaqquOyjelepulSSeParfhire.

(LettreXXXV(b)).

最上の親愛をこめてお願いしますが､お送りする本をしっかりご管理の上､お

読みになったあかつきにわたしの方へお返しください｡それからわたしはその

本の仕上げをしましょう｡

恋人への情熱を喪失してしまった｢わたし｣は､久しぶりの書簡である第45

書簡を恋人に書くのであるが､そこでは｢あなたの本｣の完成が予告される｡

Etquantavostrelivre,ilserapar魚is,SeDieuplaistetjepui5,dedens.XVjourS;etSe

fustpieceha,maisj'aiestilongternpsqueJen,ihairiens鮎t;ettenraenViron.XII.

COier$de･XL･POlnS･ (LettreXIN(j))
あなたの本に閲しましては､もし神の御心ならば､そしてわたしができるなら

ば､あと2週間ほどで出来上がりましょう｡もっと早くに出来上がるはずでし

たが､長いこと手を付けずにいたものですから｡本は一貫40行の冊子12冊く

らいになるでしょう｡

このように｢あなたの本｣の創作過程が報告されゆく中で､読者はその本

が､自分が手にしているまさに『真実の物語詩』のことを指していることに

気づかされる｡8月8日付の第27書簡にある｢あなたの本｣の執筆開始は､

rあれは一年も前のことではありませんがⅠ)n･apasunanquej,estoie｣(V.47)

という『真実の物語詩』の始まりに一致するのであるし､｢あなたの本｣が扱

うのは｢あなた｣との恋であることが､第27､30､45書簡からうかがえる｡

そして､｢わたし｣がその作品に挿入したいという恋人と｢わたし｣との手紙

は､読者が今読んでいる『真実の物語詩』中の書簡に他ならない｡『真実の物

語詩』はかくして､物語中の人物がその物語を書いているという入れ子構造

を持っているのである柑｡さらに｢あなたの本｣の完成時のフォーマットが

18このように『真実の物語詩』には｢物語の筋立てと､本としての作品の製作との間

に､メビウスの輪のような相関関係aM8biusrenexivitybetweentheplotandthe

COnfectionofthewortasabook｣(LatmncedeLooze,PseuLb血tobiqgrq?b7inthe

FbzLrteenthCkntuTy･UniversityofPressofFlorida,1997,p.89)があり､エクリチュールが

成立するのは愛という題材が真実であるからである､というトゥルヴェール以来の詩

的概念､すなわちrchanter=aimer｣の循黄(ⅦirPaulZumthoち(くDelacircularitiduchant

(且proposdcstrouv色resdesXIICetx肝siecles)}>dansPo4tique,nO･2,1970,pp.129-140)
を､ここでもみてとることができよう｡

16



指定される第45書簡は､作品を料紙とインクによって構成される物体､すな

わち読者の手元にある｢本｣として浮き止がらせる｡｢あなたの本｣は読者が

その実在を保証する｡｢わた山狩その作者､つまり読者と同じ次元に存在す
る人物であることを､こう′して読者を使って知らしめる｡同様に､｢わたし｣

は自分の著作『愛の泉`山拘〃ぬ加A椚0〟柁揖e』を直接読者に向けて参照を促

し､その作品が､そしてその作者である｢わたし｣自身が『真実の物語詩』

の外側に存在することを､証明させるのである｡

QuinescetquiestMorpheBs,モルフェウスとは誰かご存じない方がいれば､

Dontlonguementmesuiteiis,(わたしはそのことについて長いこと触れずに

いたのですが)

Lisel,血0〟佗びefb〃ね血e, 『愛の泉』をお読みくださいますよう｡

Silesamapodepalne. そうすれば難なくお分かりになれましょう｡

(VV.$125-812g)

恋人像の脱記号化

｢わたし｣は自分が実在する､と主張する｡しかしながら､｢わたし｣自身

の表象は全くの客観性のうちになされているとはいえない｡というのは､彼

は常に卑下のトポスにおいて現れ､教化文学において造形される自己の姿と

大きな類似を示すからである｡たとえば､『真実の物語詩』における｢わたし｣

はしばしば自分の｢粗野さ｣を繰り返し､語りの部分では読者に､書簡では

恋人に向けて自分を定めてみせる｡

Ainsifucommeditvousay,

Etlorsmapenseearrousay

Deplaisanceetdegaletti

Etdetoutejolieti,

Etmiscueretcorpsetestude,

Commentqu'ilssoientassezrude,

Enmadoucedamehonnourer,

Servir,ameretaOurer;

こうしてあなた方に申し上げたように

喜びと陽気さと

全くの歓喜でもって

わたしの考えは洗われておりまして､

この身も心も関心ごともすべて､

どんなにそれらが粗野なものであろうとも､

わたしのいとしい恋人をあがめ､服し､愛し､

たたえることに

注いでいたのです｡

(vv.806-813)

EtcommentqueJeSaChecertainementqueplusieursvousontditqueJeSuilais,rudeset

malgracleuS,ParDieu,COmpetisqueJeSOie,j'aibienvaillant･I･Cuerd'ami･
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Y (Le肘eX(a))

わたしが醜く､粗雑で優美▲さに欠いた者だと皆があなたに言っていることは承

知しておりますが､しかし神かけて､わたしがどんなにささいな存在でありま

しょうとも､恋人として十分に価する真心は持っているつもりです｡

そのような｢粗野なわたし｣は､位相においても用いられる語彙においても

中世文学における自己のモチーフのひとつであり､たとえばリュトブフが自

嘲を込めてそのペンネームにしている｡

Quehomm'ape1eRutebuef; ひとは俺をリュトブフと呼ぶ｡

Quiestditde`rude'etde`buef,.｢粗暴な｣｢牛｣だというわけだ｡

(エロエビぐ血〝d'秒0α由ねeJd'亡届J咋,VV.45-46)t9

Jesuidroizfbuxd'anCeCerie: 俺はもともと馬鹿なのだ､

Bienpe正al'uev犯 行いみても､よくわかる｡

Ordiratonquemalcecuevre それで皆は俺のことをこう言うだろう､

Rutebuezquirudementhuevre: あいつは粗野な､リュトプフと｡

(山肋rf噂e∫伽ね∂〟威vv.42-45)

また､｢わたし｣は分別を欠いた人生に迷える愚者として引き下がって見せる

のであるが､おそらくその意味で言及される｢わたし｣の失明も､リュトプ

フのそれと合敦する｡

etsevosdoulzcuerss,acordeavosdoucesparoles,VOuSVOuSPenri丘sbiendeprisde

demourer;etauSSis,ilvoussouvenoitbiendevostreborgneval)et･(LettreXIII(b))

もしあなたの優しい御心が優しいその言葉と同じならば､そして日の悪いあな

たのしもべのことをあなたが時々思い出してくださるならば､どうかおとどま

りくださいますようお願い申し上げる｡

De)'ueildestre,dontmiexveoie,

NevolgepaSal¢irlaYOle,

Nemoiconduire.

CiatdoIeurdolenteetdure,

Qu'endroitmeidim,estnuitoscure

Dece]uieul.

右目は昔よく見えていた方だったのに

今では道を歩いてどこかへ行こうにも

見えやしない｡

あるのは辛く厳しい苦しみだけ｡

昼間も俺にとっては真っ暗な夜､

こんな目では｡

(上βC両頭血射加如頑w.23-28)

I9Bd･･MichelZink･danSRutebeu膵zLVnSCOmP[3tes,2vol.,Paris,Bordas,1989.以下､同

詩人の作品の引用はこの版による｡
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かくして｢わたし｣は謙虚のトポスによって恋人の地位を高め､この恋を

美化しようとするのであるが､それは同時に伝統的な恋の主人公の理想的ス

テータスから逸脱するこど青もあった｡恋する者の資格､すなわち｢猛者へ

クトールの勇敢さ/ソロ卓ンの知力/アレクサンドル王の寛大さ/皇帝ネ

ロの絶大な富/アブサロムの見目麗しさ/ダビデ王の誠実/アジャクスの
武勲/思うがままの若さ1a vaillance/DeHectorlefort,etlascience/De

Salemon,etlalargesse/D'AlixaJldre,etlagrantrichesse/DeNoiron,etlagrant

biauti/D'Absalon,etlaloiauti/Duroy坤Vidノquifuloiaus,/Etlaproescede

Ayaus,/Etlajeunesceatavolont6｣(VV.2134-2142)とは対照をなすようにして､

｢小さい人間で粗野で愚かで野暮で､知性も勇敢さも善良さも美しさももち

あわせていないわたしjesuipetie,rudeset町CeSetdesapris,neenmOin,ascens,

vaillance,bontinebiaut占(LettreVI(C))｣20が自分の恋を語るのである｡実際､

中世の恋愛物語における語り手は主人公の紹介から物語を導入し､そこで必

ず､彼の若さ､美しさ､勇敢さといった美徳の羅列を行った｡また『香薇物

語』においても､語り手は夢をみた当時自分が二十歳セあったことを宣言し

て､夢の叙述を始めた｡

EIvintiemeandemonaage,

elpointqu'Amorsprentlepaage

desjonesgenz,COuChierm●aJoie

u皿ennit,SiconJe50uloie,

etmedormOiemoutforment,

etviunsongeenmondormant

qulmOutfubiausetmoutmeplot;

二十歳の歳､

愛の神が若者から通行料を取り立てる

この歳のある夜､いつものように

わたしは床につき､

ぐっすりと眠っていた｡

そして眠りの中で夢を見たのだが

それはたいそう美しく､わたしを喜ばせるもの

だった｡

20J.セルキリーニは､｢14世紀において聖職者は恋を書き､騎士は恋をするLeclercicrit

d7amourauXIVesi色cleetlecheva)ieraime｣とし､社会的な階層間の対立が文学における

人物表象の方向性に強く表れていることを指摘している｡たとえば､マショーの『愛

の泉上d凡〝ね血血0混作びe』や『ボヘミア公のお裁き旬㌍仰〝J血点呼鹿βe如掬乃e』
では､恋する騎士が悲嘆にくれる様子を聖職者である｢わたし｣が目撃し､姿を隠し

ながらそれを書き留める｡つまり､恋は騎士や王侯の属性であり､対して聖職者(作

家)の姿は彼らの恋を観察する日や耳や手によって特徴付けられ､さらに臆病さや粗

野さといった､騎士とは正反対の属性において表象される｡『真実の物語詩』における
｢わたし｣も､先に引いたリュトプフの箇所とともに､後者に属するものとして言及

されている｡Ⅵ)irJ.Cerquigi]ini,u【血e曙insisoutilD,_qP.CLL..pp.107-138,et《Tension

sociale et tension d,icriture au XIVh亡si色cle:1es dits de Guillaume de Machaut》danS

Li(t6ratunetsociitiazL物enAge,ActesduColloquedes5et6mai1978,ChampIOn,Paris,

pp.111-129.

19



〆(GuillaumedeLonis,LeRomandbZaRose,VV･･21-27)

翻って言うならば作品の冒頭に表れる若さのテーマは､それを適用された人

物がこれから恋をすること､作品が恋物語であることを､読者(聴衆)に予

告する機能を持っていたのである｡一方『真実の物語詩』の冒頭において､

｢わたし｣は病や身体の衰弱､性的不能といったむしろ老人の表象において

現れ､恋から遠ざかった者が恋をする,という意外性の中で物語が始まる｡

Amournem'封nOitnejeli.

Ain901SreSSambloieaceli

Qu'oncompereauneviezsouche

Quienungrantmarissecouche

Etquidoumarissisecuevre

Quenulznelapuetmettreenoeuvre,

N'on･nelapuettirerdela

Pourl'yauequlCOuVertel'a.

愛の神もわたしも互いを愛していなかった｡

むしろ､深い沼にはまりこみ､

水にすっぽりかぶさって

役に立てることもできず

かといって水のせいで

そこから引き抜くこともできない､

そんな古い切り株にたとえられるような

男にわたしは似ていた｡

(VV.842-849)

quarJeeStOieaLSSOurdis,arudis,muSetimpotens,ParquOyJoiem'avoiedetouspolnS

guerpyetmisenoubly. (LettreII(a))

実のところわたしは耳も悪く､頭も呆けて口もきけず､不能看でありましたの

で､恋の悦びの神もわたしをすっかり見捨ててお忘れになっていたほどでした｡

このようi■こ『真実の物語詩』における｢わたし｣はクリシェ化した｢恋する

者｣であることを否定し､語る恋を逸話化することによって､逆説的に真実

を読者に訴えかける｡

鱒び

中世の読者に一個人の恋の逸話を差し出すことに､どのような意義があっ

たろうか｡体験談はそれ自体として読者に受け入れられたのだろうか｡いや､

中世においてそれはむしろ●普遍的な真理の中に位置づけられるべきものであ

った｡実際『真実の物語詩』における｢わたし｣は､ところどころで話を中

断しては読者に向かって一般論を展開してみせる｡たとえば､ふた月に渡る

恋人の沈黙に身も心も健棒しきった｢わたし｣(ⅤⅥ615-720)が､待望の第3

書簡によってふたたび健康を取り戻す箇所(叩.740一$79)において､｢ここで

女性というものが男性にどのような影響を及ぼすのか考えてみましょう Or
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pensonsquelesdameSfont｣(v･880)と読者は呼びかけられ､恋人の言葉やし

ぐさのひとつひとつによって男の心がし【11かに救われるものであるかが説かれ

る(VV.S82-933)｡ラ･シヤ埴レの節龍で恋人と抱き合い､一線を越えること

なく過ごした夜のことを語■り終えたとき(VV･3625-3724)は､｢というわけで

ここで恩寵とは何か一/少し話してみたいと思いますPourceveilunpoparler

ci/Quellechosecゝestmerci｣(VV･3725-3726)と脱線を宣言し､いくつか例を

出した上で､男たるものは恋人に欲望のすべてを強要することなく満足する

べしと結論する｡ ,ノ

EtquantaChascumd,eulzsoufnst これらの男たちがすべて､恋人が

sa｡Sdesirerautrepro軋 同意す号以上のものを望まぬとすれば､
Jediquevraiesou餌sance そのように愛の神の思し召しに満足するこ

とこそ､

D,Amoursestmercy,SanSdoubtance･恩寵というものでありましょうo
(VV.3759-3762)

一個人の体験はこうして､より一般的な事象の中に組み込まれようとする0

｢ゎたし｣の逸話は読者を教え諭すための具体例として､積極的な意義を持

っているのである｡しかしまた一方で､われわれがみてきたような｢真実｣

を主葉するやり方は､伝統の要請と読者の説得が作者の自我とせめぎ合うあ

りさまを浮き彫りにした｡『真実の物語詩』は､中世文学において､作者がそ

の個人性をそれ自体真実として読者に受け入れさせてゆく気運を示し､15世

紀のフランソワ･ヴイヨンの到来を予感させる作品として､位置づけること

ができるであろう｡
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